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設⽴ １９７６年１⽉１０⽇

会社概要会社概要会社概要

設⽴ １９７６年１⽉１０⽇
代表者 代表取締役社⻑ 細野昭雄

本社所在地 ⽯川県⾦沢市
資本⾦ ３５億８，８０７万円
年商 ４１１億円（２０１５年6⽉期 連結）

従業員数 ４８２名（２０１５年12⽉期 連結）従業員数 ４８２名（２０１５年12⽉期 連結）
事業内容 デジタル家電周辺機器の製造・販売
事業所 東京、⼤阪、札幌、仙台、名古屋、広島、福岡事業所 東京、⼤阪、札幌、仙台、名古屋、広島、福岡

⼦会社

【台湾】國際艾歐資訊股份有限公司
【⾹港】艾歐資訊⾹港有限公司

⼦会社
【USA】I-O DATA America, Inc.
【⽇本】ITGマーケティング株式会社

関連会社
【ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ】I-O & YT Pte. Ltd.
【⽇本】株式会社デジオン
【⽇本】クリエイティブ・メディア株式会社【⽇本】クリエイティブ・メディア株式会社

上場 6916 東京証券取引所第⼀部（2016年2⽉5⽇市場変更）
2



2015年6⽉期 2016年6⽉期 前年同期⽐較

（単位：百万円）

20162016年年66月期第２四半期月期第２四半期 損益計算書損益計算書

2015年6⽉期
第2四半期累計
⾦額 （構成⽐）

2016年6⽉期
第2四半期累計
⾦額 （構成⽐）

前年同期⽐較
増減額（増減率）

主な増減要因

売上⾼ 20 706 21 741 1 035 (5.0%) ･商品・サービスを拡充し、きめ細かな需
要の取り込みと新市場の創造に努める売上⾼ 20,706 21,741 1,035 (5.0%) 要の取り込みと新市場の創造に努める。

売上総利益 3,852 （18.6%） 3,473 （16.0%） ▲379 (▲9.8%) ･前年同期との⽐較において円安の進⾏
による⽣産・部品調達コストの上昇。

販売費及び ・当初計画では、成⻑分野の育成に向け販売費及び
⼀般管理費 3,143 （15.1%） 3,147 （14.5%） ４ (0.1%) た研究開発費等を中⼼に販管費の増

額を⾒込んだものの前期並に留まる。

営業利益 709 （3.4%） 325 （1.5%） ▲384 (▲54.2%)

営業外収益 132 222 90 （68.2%）
・為替差益
（前期27→当期142）営業外費⽤ 54 50 ▲４ （▲7.4％）

経常利益 786 （3 7%） 497 （2 3%） ▲289 (▲36 8 %)経常利益 786 （3.7%） 497 （2.3%） ▲289 (▲36.8 %)

特別損失 0 - 0 (-)

法⼈税等合計 339 157 ▲182 ( )
・法⼈税、住⺠税及び事業税
（前期321→当期189）法⼈税等合計 339 157 ▲182 (-) （前期321 当期189）
・法⼈税等調整額
(前期18→当期▲32)

⾮⽀配株主に帰属する
四半期純利益(▲損失) ▲15 6 21 (-)

親会社株主に帰属
する四半期純利益 462 （2.2%） 333 （1.5%） ▲129 (▲27.9%)

3



（単位：百万円）

第1四半期 第2四半期 第２四半期累計

20162016年年66月期第２四半期月期第２四半期 損益計算書損益計算書（四半期別推移）（四半期別推移）

第1四半期
（7〜9⽉）

第2四半期
（10〜12⽉）

第２四半期累計
（7〜12⽉）

売上⾼ 9,516 12,225 21,741
売上総利益
（粗利率）

1,479
（15.5％）

1,994
（16.3％）

3,473
（16.0％）

販売費及び⼀般管理費
（販管⽐率）

1,498 1,649 3,147
（販管⽐率）

,
（15.7％）

,
（13.5％）

,
（14.5％）

営業利益(▲損失) ▲18 345 325

営業外収益 155 67 222

営業外費⽤ 23 27 50

経常利益 112 385 497

特別利益/特別損失 - - -

法⼈税等合計 70 87 157
⾮⽀配株主に帰属する
四半期純利益(▲損失) ▲6 12 6四半期純利益( 損失)
親会社株主に帰属する
四半期純利益 47 286 333
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20162016年年66月期第月期第22四半期四半期 部門別売上高部門別売上高

◆前年同期の更新需要の反動が残るPC・TV関連分野の不振を、市場シェアの獲得やスマートデバイス
向けの新提案、⾃社のラインナップを補完するグローバルブランド商品の拡充が補い増収となる。

25,000 
21,743

20,706
21,741（単位：百万円）

1,210 956 265

3,327 3,287 5,287 
20,000 

, 20,706
前年同期⽐ 増減額 増減率

■■ 商品、その他 2,000 60.8%

4,834 4,679 4,612 

3,974 3,826 3,618 
265 

10,000 

15,000  ■■ 特注 ▲691 ▲72.3%

■■ 周辺機器 ▲208 ▲5.4%

1,544 1,468 1,169 

6,853 6,488 6,788 

0 

5,000 
■■ 液晶 ▲67 ▲1.4%

■■ ストレージ 300 4.6%

14年6月期

第2四半期累計

15年6月期

第2四半期累計

16年6月期

第2四半期累計

増設メモリボード ストレージ 液晶 周辺機器 特注 商品およびその他

■■ メモリ ▲299 ▲20.4%

増設メモリボ ド ストレ ジ 液晶 周辺機器 特注 商品およびその他



（単位：百万円）

2015年6⽉期 2015年 2016年6⽉期 ⽐較

20162016年年66月期第２四半期月期第２四半期 貸借対照表貸借対照表

2015年6⽉期
第2四半期末①

2015年
６⽉期末②

2016年6⽉期
第２四半期末③

⽐較
③－② 主な増減理由

流動資産 26,832 23,946 25,385 1,439
現⾦及び預⾦ 4,000 4,824 5,478 654
受取⼿形及び売掛⾦ 9,902 8,484 10,122 1,638 ・年末商戦期の需要増を反映。
たな卸資産 10,053 8,702 8,321 ▲381
その他の流動資産 2,876 1,934 1,464 ▲470

固定資産 5,974 5,947 5,910 ▲37
資産合計 32,806 29,894 31,296 1,402
流動負債 10,754 7,827 9,660 1,833
⽀払⼿形及び買掛⾦ 6,309 4,322 7,049 2,727 ・年末・年度末商戦期の商材の⼿配。
短期借⼊⾦ 1,500 500 - ▲ 500
未払法⼈税等 332 435 192 ▲243

他 流動負債その他の流動負債 2,612 2,568 2,417 ▲151
固定負債 592 557 554 ▲ 3
負債合計 11,346 8,384 10,214 1,830
株主資本合計 19 643 20 063 20 229 166 当期利益の計上株主資本合計 19,643 20,063 20,229 166 ・当期利益の計上。
その他の包括利益
累計額合計 1,767 1,407 807 ▲ 600 ・繰延ヘッジ損益の減少

（前期936→当期500）。
⾮⽀配株主持分 49 37 44 7

純資産合計 21,459 21,509 21,081 ▲428
負債純資産合計 32,806 29,894 31,296 1,402
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部門別 概況部門別 概況部門別の概況部門別の概況



メモリモジュール： インターネット通販チャネルを中⼼に海外メーカーの拡販に押され減収。

メモリ部門メモリ部門メモリ部門

メモリカード・USBメモリ等フラッシュメモリ： ⼤⼝案件が伸び悩み減収。

単位：百万円

売上⾼の推移売上⾼の推移

1 000

1,500

2,000 1,544 1,468
1,169

単位：百万円

前年同期⽐ 増減額 増減率

■■ メモリ ▲299 ▲20 4%

0

500

1,000 ■■ メモリ ▲299 ▲20.4%

14年6⽉期上期 15年6⽉期上期 16年6⽉期上期年 ⽉期上期 年 ⽉期上期 年 ⽉期上期

前年同期⽐ 増減率160%
販売台数 販売単価

当部⾨全体の台数・単価の増減推移当部⾨全体の台数・単価の増減推移

＊14年6⽉期上期を100%とする

●● 販売台数 ▲12.6%

●● 販売単価 ▲8.9%
60%
80%
100%
120%
140%

※15年6⽉期上期と16年6⽉期上期の⽐較14年6月期上期 14年6月期下期 15年6月期上期 15年6月期下期 16年6月期上期
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ストレージ部門ストレージ部門ストレージ部門
ハードディスク： 前年同期に低下したマーケットシェア回復により増収。

売上⾼の推移売上⾼の推移

光ディスクドライブ： ⾳楽CDを直接スマートフォンに取り込める「CDレコ」のシリーズの新展開・DVDをスマートデバイス
で視聴することができる 「DVDミレル」の発売開始により増収。

4 000

6,000

8,000
6,853 6,488 6,788単位：百万円

前年同期⽐ 増減額 増減率

0

2,000

4,000

14年6⽉期上期 15年6⽉期上期 16年6⽉期上期

前年同期⽐ 増減額 増減率

■■ ストレージ 300 4.6%

前年同期⽐ 増減率
110%

120%
販売台数 販売単価

当部⾨全体の台数・単価の増減推移当部⾨全体の台数・単価の増減推移

＊14年6⽉期上期を100%とする

●● 販売台数 9.4%

●● 販売単価 ▲4.4%80%

90%

100%

14年6月期上期 14年6月期下期 15年6月期上期 15年6月期下期 16年6月期上期 ※15年6⽉期上期と16年6⽉期上期の⽐較

27.6% 72.4%
2 5ｲﾝﾁ

0.4% 33.8% 61.5% 4.2%
1.0TB未満16年6⽉期

上期
16年6⽉期

上期

外付外付HDDHDDの販売台数の販売台数 インチ内訳・容量インチ内訳・容量(3.5(3.5ｲﾝﾁのみｲﾝﾁのみ))内訳内訳
※15年6⽉期上期と16年6⽉期上期の⽐較

28.2% 71.8%

0% 50% 100%

2.5ｲﾝﾁ

3.5ｲﾝﾁ0.9% 29.6% 65.7% 3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.0‐1.5TB

2.0‐3.0TB

4.0TB以上

15年6⽉期
上期

上期

15年6⽉期
上期
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液晶部門液晶部門液晶部門

PC更新需要の⼀巡により冷え込む市場において、ユーザー層・機能・サイズ毎等きめ細かなマーケティングに努めPC更新需要の 巡により冷え込む市場において、ユ ザ 層 機能 サイズ毎等きめ細かなマ ケティングに努め
トップシェアの維持拡⼤に努めた結果、売上⾼は前期⽐微減に留まる。

[台数：千台] [売上⾼：百万円]台数(期末) 台数（中間） 売上高(期末) 売上高（中間）

売上⾼の推移売上⾼の推移

[台数：千台] [売上⾼：百万円]

598 7 600 8 644.3 597 8 559 3

858.9

683

13,771  13,891 
10,153  10,942 

9 099
10000

15000

750

1000

台数(期末) 台数（中間） 売上高(期末) 売上高（中間）

598.7 600.8 597.8 559.3 497.0 461.6

271 210 380 9

8,348  7,712  5,785 
5,257 

9,099 
6,861  6,364  6,077 

4,006  4,087  2,963  2,447 

4,834  4,679  4,612  5000
250

500

288 271 344 286.6 290.8 236.1 210.7 380.9 356.7 339.5
00

07年6月期 08年6月期 09年6月期 10年6月期 11年6月期 12年6月期 13年6月期 14年6月期 15年6月期 16年6月期

LCDLCDのサイズ・型別台数シェアのサイズ・型別台数シェア

1.3% 24.2% 11.8% 34.8% 23.8% 3.9% 15ｲﾝﾁ以下

17ｲﾝﾁ
19ｲﾝﾁ
20＆21.5ｲﾝﾁ

15年6⽉期

16年6⽉期
上期

33 3%

25.5%

66 7%

74.5%
スクエア

ワイド15年6⽉期

16年6⽉期
上期
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1.2% 32.2% 17.3% 29.7% 16.7% 3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23ｲﾝﾁ
27ｲﾝﾁ超

15年6⽉期
上期

33.3% 66.7%

0% 50% 100%

15年6⽉期
上期



周辺機器部門周辺機器部門周辺機器部門

マルチメディア・AVeL（映像関連分野）： 新世代のTVチューナー「REC-ON（HVTR-BCTX3）」の発売により
トデバイ 向 増収 転じたも 振 増設⽤TV・スマートデバイス向けは増収に転じたものの、不振のPC増設⽤は

減収となる。
ネットワーク分野： NASは個⼈モデルの不振を企業向けが補い安定推移するも、LAN関連機器の不振により減収。

当期では 新たにハイレゾ⾳源を楽しむネットワークオーディオの普及を前に ⾳質にこだわるユーザー

売上⾼の推移売上⾼の推移

当期では、新たにハイレゾ⾳源を楽しむネットワ クオ ディオの普及を前に、⾳質にこだわるユ ザ
のための新ブランド『fidata（フィダータ）』を⽴ち上げ、⾼級ネットワークオーディオサーバーを発売。

4,000

5,000

単位：百万円

前年同期⽐ 増減額 増減率
3,974 3,826 3,618

2,000

3,000 ■■ 周辺機器 ▲208 ▲5.4%

0

1,000

,

0
14年6月期上期 15年6月期上期 16年6月期上期
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特注部門／商品およびその他部門特注部門／商品およびその他部門

特注部門 OEM 特注の⼤⼝案件の獲得が進まず減収となる特注部門

商品および
その他部門

OEM、特注の⼤⼝案件の獲得が進まず減収となる。

主⼒のサムスン電⼦製SSD、光ディスクメディアを中⼼とするVerbatim商品の販売伸張に加え
WD製ストレ ジの販売本格化 インテル製スティック型PCの販売開始により増収

特注 商品およびその他

売上⾼の推移売上⾼の推移

その他部門 WD製ストレージの販売本格化、インテル製スティック型PCの販売開始により増収。

5,000

6,000

特注 商品およびその他
単位：百万円

前年同期⽐ 増減額 増減率

1,668 3,327 3,287 5,287

2,000

3,000

4,000 ■■ 商品、その他 2,000 60.8%

■■ 特注 ▲691 ▲72.3%

2,013
1,210 956 265

0

1,000

13年6⽉期上期 14年6⽉期上期 15年6⽉期上期 16年6⽉期上期

SAMSUNG SAMSUNG 
SSD、SDカード

VerbatimVerbatim商品商品CreativeCreative商品商品 WDWD
外付ハードディスク、NAS

インテルインテル®®

スティック型パソコン
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20162016年年66月期の業績見通し月期の業績見通し20162016年年66月期の業績見通し月期の業績見通し



（単位：百万円）

2016年6月期 損益計算書（予想）2016年6月期 損益計算書（予想）

2015年6⽉期
⾦額 （構成⽐）

2016年6⽉期
⾦額 （構成⽐）

前年同期⽐較
増減額（増減率）

主な増減要因

売上⾼ 41,177 44,000 2,823 (6.9%)

・上期に引き続きPC・家電関連
市場の不振を、プレーヤーの減少
によるVerbatim製光ディスク
メディアのシェアアップ等、他社ブラメディアのシェアアップ等、他社ブラ
ンドの販売伸張と、新規提案を軸
に増収を⾒込む。

営業利益 1 142 （2 8%） 800 (1 8%) ▲342 (▲30 0%)
・上期の利益進捗を踏まえ、下期
の収益性に⼤幅な変動は無いと営業利益 1,142 （2.8%） 800 (1.8%) ▲342 (▲30.0%) の収益性に⼤幅な変動は無いと
の前提の下、当該利益を⾒込む。

経常利益 1,551 （3.8%） 1,000 (2.3%) ▲551 (▲35.5%) ・営業外収益、営業外費⽤につい
ては 定常発⽣額のみを想定経常利益 ,55 ,000 55 ては、定常発⽣額のみを想定。

親会社株主に
帰属する 883 （2.1%） 700 (1.6%) ▲183 (▲20.7%)

・特別利益、特別損失は⾒込まず。
税⾦費⽤と少数株主利益にて帰属する

当期純利益
883 （2.1%） 700 (1.6%) ▲183 (▲20.7%) 税⾦費⽤と少数株主利益にて

300百万円を⾒込む。

・為替レートの想定
研究開発費の予想

： 1ドル120円
： 970百万円 （前年同期⽐ ▲50百万円）・研究開発費の予想

・設備投資の予想
・減価償却費の予想

： 970百万円 （前年同期⽐ ▲50百万円）
： 270百万円 （前年同期⽐ +18百万円）
： 250百万円 （前年同期⽐ +13百万円）
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2016年6月期 部門別売上高（予想）2016年6月期 部門別売上高（予想）

50,000 
（単位：百万円） 46,228

41,177
44,000 前年同期⽐ 増減額 増減率

8,355 
2,405 

1,482  500 

6,849 
6,949  10,950 40,000 

■■ 商品、その他 4,001 57.6%

■■ 特注 ▲982 ▲66 3%

10,942 
9,099  9,800 

,
7,771  7,500 

20,000 

30,000  ■■ 特注 ▲982 ▲66.3%

■■ 周辺機器 ▲271 ▲3.5%

3,551  2,882  2,450 

14,123  12,991  12,800 

0

10,000  ■■ 液晶 701 7.7%

■■ ストレージ ▲191 ▲1.5%,0 
14年6月期 15年6月期 16年6月期

増設メモリボード ストレージ 液晶

周辺機器 特注 商品、その他

■■ ストレ ジ ▲191 ▲1.5%

■■ メモリ ▲432 ▲15.0%
機
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おかげさまで、創業４０周年。2016年、おかげさまで創業40周年。

1976年 創業
創業当時の織機⽤デザインシステム

1976年 創業 ・アイ・オー・データ機器設⽴
・創業当初の事業はミニコンを利⽤した
特注システムの開発

1980年 特注システムの開発からPC周辺へ1980年 特注システムの開発からPC周辺へ
・マイコンそしてPCの登場を受けて

「PC周辺機器市場」を開拓
・メモリのヒットと急成⻑
・PC周辺機器の総合メーカーへ進化1991年

2002年 PC周辺からデジタル家電周辺へ
・TV、放送のデジタル化の波を捕えて

店頭公開

2011年 スマートデバイスの周辺市場に参⼊

新たにデジタル家電周辺機器を開拓

・“新たなコンピューター“としてスマートフォン・タブレットが躍進
必然的に関連分野に挑戦

2016年

2015年
東証第⼆部上場

コンピュ ティングデバイスの総合周辺メ カ として2016年

・魅⼒的な商品・サービス・先進技術を柔軟に取り⼊れて
お客様に最適なソリューションをご提案

特注システム開発に始まる創業の原点に⽴ち返り

コンピューティングデバイスの総合周辺メーカーとして
東証第⼀部上場

16

特注システム開発に始まる創業の原点に⽴ち返り
今⼀度お客様本位の経営で、
10年後も、50年後も着実な成⻑を⽬指します。

16＊⼀般に、会社名及び製品名は各社の商標または登録商標です。



20162016年年66月期の注力分野月期の注力分野

スマホ関連分野 クラウドサービスクラウドサービス

-音楽・映像
配信 メタデータ活用配信、メタデータ活用、
リモートアクセス

-ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｽﾄﾚｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ

-機器・データの保全

-監視・セキュリティ

グローバルブランドグローバルブランド

Verbatim

SAMSUNG 
との連携・代理販売との連携・代理販売

デジタル家電分野 ＰＣ周辺機器分野

自前主義に囚われず、他社商品・インターネットサービスを柔軟に取り入れて、
魅力的なソリューション開発に取り組んでいます。

※⼀般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。



20162016年年66月期の重点商品群月期の重点商品群

【 】 【取扱 商品】【CDレコ】 【ネットチューナー/STB】 【取扱い商品】

もっとスマホを楽しく、
⾳楽を⾝近にする
「CDレコ」が進化し続

ホームネットワークはもっと
楽しく、もっと⼿軽になるご
提案をしています。

ユーザーニーズに細か
くお応えするため、
⾊々な商品をライン「CDレコ」が進化し続

けています。
提案をしています。

アップしています。

【NAS】 【液晶ディスプレイ】

マイナンバー対策、BCP対策からス
マホバックアップ⽤、オーディオサー
バー⽤と法⼈・個⼈問わず幅広い
ニーズにお応えします。

2015年12⽉より5年保証を実
現。国内シェアNo.1※のメーカーと
して、更なる快適さを追求した「スト
レスフリーな
液晶」を拡充して参ります。

※2014/2015上半期
PC用モニタメーカ別数量シェア/GFK JAPAN調べ

液晶」を拡充して参ります。
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※⼀般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。



毎日利用したくなるアイテムへＣＤレコＣＤレコ

５つの新機能、近⽇バージョンUP！

パソコンを使わずに⾳楽CDを直接スマホやタブレットに取り込める!パソ ンを使わずに⾳楽 を直接スマホやタブレットに取り込める

CDレコラインアップ

HLS-Cシリーズ

1919
※⼀般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。

「CDレコ」「とポケドラCloud」で
Musicサーバーに！



スマートデバイス
周辺ビジネス②

新世代録画テレビチューナー
シリーズ展開

ﾈｯﾄﾁｭｰﾅｰﾈｯﾄﾁｭｰﾅｰ
/STB/STB シリ ズ展開

スマホやタブレットで、キッチンや浴室、寝室、家族が同時にいろいろな場所で「ながらテレビ」を楽しめる！

※⼀般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。

HVTR-BCTX3GV/NTX2

地上・BS・110度CSデジタル放送対応
録画テレビチューナー
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NASビジネス
3つの安心＋
高度化するネットワークセキュリティへの対策

ＮＡＳＮＡＳ

「防ぐ」＆「監視」で「Wセキュリティ」対応

高度化するネットワ クセキュリティへの対策

-アクセス制限により不正アクセスを遮断
-ウィルス感染防⽌！

⼤切な情報漏洩を未然に防ぐ！

-⻑期間アクセス履歴を保管！
-不審なアクセスを警告！

緊急時でも迅速に原因特定可能！

IOのNASは 3つの「安⼼」で ビジネスをしっかりサポート！

- USBメモリ制限キーで不正操作を防⽌

」

サービス

ハード

ソフト

筐体内部梁(はり)を設けること
でたわみ抑えて剛性強化

WD Red採用で
制振性能向上と省エネ設計

21
※⼀般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。



充実のラインアップと確かな信頼で
国内シェアNo.1*1を⾛り続けます。液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

＊1 ： 2014/2015上半期
PC用モニタメーカ別数量シェア/GFK JAPAN調べ

スタンダードモデル

LCDラインアップ
４Ｋモデル

PC用モニタメ カ別数量シェア/GFK JAPAN調べ

４Ｋモデル
ワイドモデル スクエアモデル

ギガクリスタモデル

タッチパネルモデル

快適さと安⼼。こだわり機能が満載

オフィス向けから先進の映像視聴分野まで、より広く よりきめ細やかにニーズに応えていきます。

パネルやバックライトを含めた
「5年間保証」を実現

・デザイナー
・クリエイター
・カメラマン
・ゲームプレイヤー

「5年間保証」を実現

22
※⼀般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。

ゲ ムプレイヤ
・・・

＊ 表⽰イメージ



スマートデバイス
周辺ビジネス③

思い出の映像をデジタル化ﾋﾞﾃﾞｵｷｬﾌﾟﾁｬｰﾋﾞﾃﾞｵｷｬﾌﾟﾁｬｰ
③

昔の録りためたVHSテープや思い出のつまった8mmビデオテープをデジタル化して簡単保存！
ビデオキャプチャ・ブルーレイ

Androidスマホへ保存なら→GV USB2/A SDカード・HDへの保存なら→アナレコ ⻑期保存可能なデータ⽤Androidスマホへ保存なら→GV-USB2/A SDカード・HDへの保存なら→アナレコ ⻑期保存可能なデータ⽤
ブルーレイ

「M-DISC」

アナレコ（GV-SDREC)GV-USB2/A

光・熱・湿度などによる経年劣化に
強く 数百年（※1）にわたってデ タ

※⼀般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。※⼀般に、会社名、製品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。

強く、数百年（※1）にわたってデータ
保存可能！

※1 国際基準規格 ISO／IEC 16963の
測定基準に基づく。



資料お取扱い上のご注意

１．本資料は、投資判断の参考となる情報の提供を⽬的としたもので、
投資勧誘を⽬的としたものではありません 実際に投資を⾏う際は投資勧誘を⽬的としたものではありません。実際に投資を⾏う際は、
本資料の情報に全⾯的に依拠して投資判断を下すことはお控えいだだき、
投資に関するご決定は皆様ご⾃⾝のご判断で⾏うようお願いいたします。

２．本資料中の業績予想ならびに将来予測に関する記述は、当社が資料
作成時点で⼊⼿可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済情作成時点で⼊⼿可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済情
勢の変動や予測不可能な不確定要因の影響を受けます。
従って、実際の業績は本資料中の予想に関する記述とは⼤きく異なる
可能性があることをご承知おきください可能性があることをご承知おきください。

３．本資料中の情報によって⽣じた障害や損害については、当社は⼀切
責任を負うものではありませんのでご了承ください。
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